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1.種 と 分 布

本県においてモズクといわれる海藻は Chordarialesナガマツモ目に慮する Sphaerotri-

chiadivaricata(Agardh)Kylinイ5'モズクのことである.この種と同様に食用とされる近縁

の種には Nemacystusdecipiens(suringar)Kuckuck モズク､TinocladiacrassaKylin

フトモズク､CladosiphonokamuranusTokidaオキナワモズク､Anali♪usj'aponicus(Harvey)

Wynneマツモなどがあり､オキナワモズクを除いてはいずれも本県に産する｡しかし､本県におい

て生産対象とされる種はイシモズク1種のみである｡

イシモズクは本県のほぼ全沿岸に生育が見られるが､生産量は日本海沿岸が最も多く､次いで津軽

海峡､陸奥湾の各沿岸となり､太平洋沿岸ではほとんどない｡

本県で呼ばれるイワモズク､クサモズク等々はそれぞれ生態または形態特徴から､例えばイワモズ

クは岩上に生育し､藻体はやや賢めであり､クサモズクは種々ホンダワ類藻体上に生育 し､やや柔わ

らかな藻体である等々であるが､これら全て分類学的にはイシモズクとされるものである｡

2.生 活 史

ナガマツモ目に属する種の生活史については Leathesiadifformis､Mesogloiavermiculata

Ru♪enfusiellaKuromo･クロモ､-Haplogloiaandersonii､ Cladosiphonokamuranusオキナワ

モズク､Euesmevirescensニセフ トモズク､Sauvageaugloiagri-jfithsiana､Tinocladia
crassaフトモズク､Sphaerotrichiadivaricataイシモズク､Splachnidium rugosum､Sper-

matochnusbaradoxus､Chordariaflagelliformis､Elachistafucicolaナミマクラ､Elachi-

Stalubrica等について報告されている.一般に､微小な単相体と大型の複相体との世代交代が認め

られているが､種によっては各世代にそれぞれ副次的な生活環を有するものや単子嚢から放出され

た遊走子が接合 して複相体となるもの､単相の有性世代のないもの等々複雑である｡

イシモズクの生活史については AjisakaandUmezaki(1978)が若狭湾産の種を用いて､室内

培養によって完結させた｡それによると､天然のイシモズク藻体は無性的な世代である胞子体で､こ

の藻体上に形成される単子嚢から放出される遊走子は発芽して微小な単相 (n-9--12)の配偶体に

なる｡この配偶体上に形成される複子嚢から放出された配偶体は接合して､発芽すると大型のいわゆ

るイシモズクの体となるが､一方､接合しなかった配偶子は無性的に発芽して再び配偶体となるとし

ている｡また､この生活史の各相は温度条件によって生長速度や成熟に至る期間の長短や､発芽体の

形態等が異ってくることも伴せて報告 している｡
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3.季 節 的 消 長

平内町茂浦および東田沢における潮間帯においてイシモズク藻体の季節的消長について観察した結

果､第 1回目､5月15日の観察では藻体は認められなかった｡第2回目､5月31日には1m未満のモ

ズク類の藻休が茂浦において認められたが､これは後にイシモズク以外のモズク類であると判明した｡

第3回目､6月15日､茂浦および東田沢両地ともに2-3mのイシモズク藻体を得ることができた.

これらの藻体は岩上またはスギモク藻体上に認められ､単子嚢は未だ形成されていなかった｡第 4回

目､7月3日には岩上の藻体では10-15m程に伸長し､多数の分枝が認められ､スギモク藻体上に着

生した体では5-15m程で房状に密生し､時にはスギモクの枝上全体を被うように生育が認められた.

単子嚢は5m前後の藻体では極くよれに認められるが､10m以上の藻体では多数形成されていた｡第

5回目､7月31日の観察では岩上着生藻体は15m前後の大きさで､藻体の大きさはあまり伸長 してい

なかったが､枝が一般に太く､堅いものとなっていた.これに比べて､スギモク藻体上の体では更に

枝が太いが､柔らかい体であった｡この期間には全ての藻体に単子嚢の形成が認められた｡第6回目､

9月10日では岩上に着生する藻体は流出し､認められなかった｡スギモク藻体上のイシモズクはほと

んど分枝のない1-2本の藻体となり､更に枝は太く､体長は2-5mとなっていた.単子嚢は多数

形成されている体と､遊走子放出後にまばらに残っている体とが見られた｡第 7回目､9月25日の観

察では､スギモク藻体上に枯死 し､流出直前と思われる藻体がわずかに認められた｡これ以降､干潮

時に数回の観察を行ったが､イシモズク藻体は認められなかった｡

以上の結果から､茂浦または東田沢においてはイシモズク藻体は6月中旬から7月上旬が生長期で

あり､7月下旬から8月下旬には成熟 して遊走子を多数放出し､それ以降次第に枯死､流出するもの

と考えられ､スギモクに着生する藻体は岩上に着生する体よりも密生し､藻体も柔らかく､生育期間

もやや長い傾向が認められた｡
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